
＜ 初夏のみずべ公園・生きもの観察 ～⑥植物に集まる虫たち‐その他のキク科＞

こんにちは。５/12ひたち野うしく小４年生と歩いたみずべ公園、６，７号ではハルジオン、ブタ

ナとキク科の仲間を紹 介しました。今回は、それ以外のキク科の仲間と虫たちです。
しょうかい

まず、みずべ公園でおなじみのオオジシバリ。

田のあぜなど、湿り気の多いところでよく見られ、
しめ

花(の集まり)は平らで上向きに咲くのでハナアブ
たい

類や小型のハナバチ類がよくやって来ます。おも
こ が た

しろいことに、この花の雌しべは、他の花からの
め

花粉を受け取れないと先がくるりと丸まって、自
か ふ ん

分の雄しべの花粉をつけて種子をつくります。
お か ふ ん し ゅ し

続いて、コウゾリナ。茎や葉などに硬い毛
くき かた

があり、なでるとザラザラするので「顔剃菜

（かおそりな）」、あるいはその道具より「剃刀

菜（かみそりな）」から名づけられたと考えら

れています。見つけたら、軽くなでてみましょ
かる

う。小型のハナバチが来ていました。
こ が た
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オオジシバリ(左)と、その蜜や花粉を求めてやってきた
みつ かふん

ホソヒラタアブ(下-上)、ハナバチの仲間(下-下)。

コウゾリナの蜜を吸う、ハナバチの仲間。
みつ



黄色いキク科の花は、まだまだあります。もっと小さい花

（の集まり）で、オニタビラコ。冬はロゼットで寒さに耐
さむ た

え、春になると上へ上へと茎を伸ばして花をつけます。この花
くき の

には小型のハナバチ類やハナアブ類、ハエの仲間がよく来ま
こ が た

す。ハチがとまると、花ごとゆらゆら揺れます。
ゆ

こちらも黄色の小さな花ですが、花びらのように見える舌状花の数はずっと少ないですね。よく似た
ぜつじょうか に

仲間もありますが、この舌状花の数が５～７枚と特に少ないことからニガナと分かります。やはり小
ぜつじょうか

型のハナバチ類が、よく 訪 れるようです。
おとず

最後に大きくなると高さ１

ｍほどにもなるキツネアザ

ミと、北アメリカからやっ

て来たオオキンケイギク。

オオキンケイギクは栽培され
さいばい

ていたものが野生化したと考
や せ い か

えられ花もきれいですが、

特定外来生物に指定されてい
とくていがいらいせいぶつ し て い

て栽培も禁止されています。
さいばい き ん し
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オニタビラコ(左)と、その蜜を吸うハナバチの仲間(下)。
みつ

ニガナ(左)と、その蜜を吸うハナバチの仲間(右)。
みつ

背が高くなるキツネアザミ(左)
せ

と、特 定 外 来 生 物のオオキン
とくていがいらいせいぶつ

ケイギク(右)。


